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市制施行40周

年
　
昭
和
二
十
六
年
三
月
一
日
に
二
町
三
村
が
合

併
し
て
市
制
を
施
行
し
た
本
市
は
、
今
日
、
市

制
施
行
四
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、

南
山
城
地
方
の
中
核
都
市
と
し
て
着
実
に
発
展

し
て
き
て
お
り
、
さ
ら
に
今
年
は
。
第
一
回
の

紫
式
部
文
学
賞
受
賞
式
を
行
う
な
ど
、
文
化
都

市
と
し
て
も
大
き
く
飛
躍
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

4
0
周
年
を
機
に
さ
ら
な
る
発
展
を

　市長

池本正夫

市

　
宇
治
市
は
、
昭
和
二
土
〈
年
三

月
一
日
に
市
制
を
施
行
い
た
し
ま

し
て
以
来
、
本
年
で
四
十
周
年
を

迎
え
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
多
く
の
試
練
佐
百

越
え
、
市
制
施
行
当
時
三
万
八
千

人
で
あ
り
ま
し
た
人
口
も
、
今
や

　
　
　
　
十
七
万
七
１
　
余
企
薮

夫
　
　
え
、
京
都
府
南
部
の
中

正
　
　
核
都
市
と
し
て
着
実
な

本
　
　
発
展
窓
謬
て
ま
い
り

池
　
　
ま
し
た
。

、
　
　
　
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、

今
日
ま
で
市
政
発
展
の
た
め
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
市
民
の
皆

様
並
び
に
関
係
各
位
の
ご
支
援
・

ご
協
力
の
た
ふ
も
の
と
、
心
よ
り

敬
意
か
表
し
、
感
謝
を
申
に
生
け

る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
市
制
施
行
四
十
周
年
を
記

国
際
・
文
化
都
市
と
し
て
飛
躍
を

　
昭
和
二
土
八
年
三
月
一
日
に
二

町
三
村
が
合
併
し
て
市
制
を
施
行

Ｌ
垂
し
た
本
市
が
、
こ
こ
に
市
制

施
行
四
十
周
年
歌
登
八
ま
し
た
こ

と
を
、
市
民
の
皆
様
と
共
に
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
議
会
は
住
民
の
代
表
機
関
と
し

　市議会議長

加藤吉辰

て
、
昭
和
二
土
〈
年
か

ら
三
十
年
ま
で
は
三
十

名
、
昭
和
三
十
年
か
ら

四
十
六
年
ま
で
は
二
十

四
名
、
昭
和
四
十
六
年

か
ら
は
三
十
二
名
の
議

員
に
よ
り
市
民
の
皆
様
の
意
思
を

市
政
に
反
映
し
、
行
政
と
相
互
に

役
割
か
菓
た
し
な
が
ら
、
市
政
の

一
翼
を
担
っ
て
、
今
日
ま
で
市
民

の
皆
様
と
共
に
歩
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。

　
本
市
は
こ
の
四
十
年
間
に
公
共

念
い
た
し
ま
し
て
、
第
一
回
紫
式

部
文
学
賞
受
賞
式
、
新
ぼ
∵
植

物
公
園
の
建
設
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
、

ま
た
、
本
年
を
初
年
度
と
す
る
第

　
「
み
ど
り
ゆ
た
か
な
住
み
た
い
住

ん
で
よ
か
っ
た
都
市
」
を
目
指
し
、

さ
ら
な
る
発
展
へ
の
年
に
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
五
月
二
十
六
日
に
は
い

よ
い
よ
京
都
み
ど
り
の
祭
典
（
第

四
十
二
回
全
国
植
樹
匹
Ｊ
）
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
こ
の
植
樹
祭
は
本
市

の
緑
化
意
識
の
一
層
の
高
揚
と
共

に
、
宇
治
市
夕
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る

下
水
道
、
道
路
網
、
各
種
施
設
な
ど

の
建
設
・
整
備
が
進
み
、
名
実
共

に
京
都
府
南
部
の
中
核
都
市
と
し

て
発
展
を
続
け
て
お
り
、
ま
た
ス

リ
ラ
ン
カ
ー
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
、

中
国
・
咸
陽
市
、
カ
ナ
ダ
ー
カ
ム

ル
ー
プ
ス
市
と
友
好
都
市
盟
約
を

締
結
す
る
な
ど
、
国
際
都
市
と
し

て
も
飛
躍
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
も
市
民
の
皆
様
の
温
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
の
た
ま
ち
の
と

深
く
感
謝
申
に
竺
げ
ま
す
。

　
市
制
施
行
四
十
周
年
と
い
う
記

念
す
べ
き
本
年
は
、
京
都
み
ど
り

の
祭
典
や
紫
式
部
文
学
ｎ
受
賞
式

を
ほ
じ
め
と
す
る
文
化
都
市
に
ふ

絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
京
都
国
体

で
培
っ
た
市
民
の
英
知
と
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
う
一
度
結
集
し
て
い
た

だ
き
、
必
ず
や
こ
の
植
樹
祭
か
成

功
に
導
き
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
、
市
制
施
行
四
十
周
年
と

い
う
意
義
あ
る
と
き
か
迎
え
、
千

年
の
歴
史
と
恵
ま
れ
た
自
然
、
豊

か
な
文
化
遺
産
を
継
承
し
、
二
十

一
世
紀
か
展
望
し
た
夢
と
ロ
マ
ン

の
あ
る
宇
治
市
の
実
現
の
た
め
、

市
民
の
皆
様
と
共
に
一
層
の
努
力

か
価
し
ま
ぬ
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
わ
し
い
事
業
や
、
宇
治
橋
架
け

替
え
工
事
、
Ｊ
Ｒ
六
地
蔵
新
駅
設

置
な
ど
、
広
域
的
に
至
含
な
意

義
か
痔
つ
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
四
十
周
年
と
い
う
節
目
を

飛
躍
台
と
し
て
、
市
議
会
で
は
決

意
も
新
た
に
、
二
十
一
世
紀
を
展

望
し
た
明
る
く
住
み
よ
い
宇
治
市

を
目
指
し
、
市
政
か
見
守
り
、
議

決
機
関
と
し
て
市
民
の
皆
様
の
ご

意
見
・
ご
要
望
を
市
政
に
反
映
し
、

創
意
と
工
夫
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協

力
欠
賜
り
ま
す
ぷ
フ
、
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
平
成
３
年
度
版

　
　
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

　
　
手
び
き
」

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
Ｍ
側
幽
幽

　
市
で
は
、
平
成
三
年
度
版
の
　
各
家
庭
に
お
届
け
す
る
予
定
で

「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
」
　
す
。

　
（
Ａ
４
版
三
十
回
－
、
カ
ラ
ー
　
　
町
内
（
自
治
）
会
に
加
入
し
て

刷
り
）
を
近
ぐ
発
行
し
ま
す
。
　
い
な
い
世
帯
は
、
広
報
課
（
内
線

　
カ
レ
ン
ダ
ー
の
各
月
に
は
、
　
２
２
７
）
へ
電
話
か
来
庁
で
申

行
事
予
定
や
税
の
納
期
な
ど
を
　
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
は
、

掲
載
。
家
族
の
予
定
や
出
来
事
　
四
月
末
ま
で
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、

な
ど
を
記
入
す
れ
ば
屈
が
家
　
西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

の
一
年
の
記
録
”
と
し
て
も
保
　
１
、
宇
治
・
木
幡
・
小
倉
・
広

存
で
き
ま
尤
’
ま
た
手
び
き
に
　
野
の
各
公
民
館
、
横
島
・
伊
勢

は
、
保
ぽ
予
防
や
不
燃
ゴ
ミ
収
　
田
・
菟
道
・
平
盛
の
各
ふ
れ
あ

集
の
年
間
日
程
、
各
種
相
談
あ
　
い
セ
ン
タ
ー
、
グ
リ
ー
ン
タ
ウ

ん
な
い
な
ど
を
掲
截
し
て
い
ま
　
ン
依
島
管
理
事
務
所
に
カ
レ
ン

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ダ
ー
か
殴
き
ま
す
の
で
、
各
窓

　
今
月
中
に
、
各
町
内
（
自
治
）
　
　
ロ
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

会
長
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
課
）

1217

自
治
功
労
者
な
ど

を
表
彰

　
市
制
施
行
記
念
日
の
本
日
、
市

政
功
労
者
の
表
彰
式
が
、
文
化
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。
表
彰
や

感
謝
状
か
曼
け
ら
れ
る
の
は
次
の

皆
さ
ん
で
す
。
　
　
（
敬
称
略
）

　
▽
自
治
功
労
者
・
：
竹
内
一
夫
、

大
北
幸
平
、
小
川
士
海
、
北
村
勇
蔵
。

北
川
保
▽
篤
志
者
・
：
山
中
工
業
㈱
、

ボ
ー
マ
ン
美
術
装
飾
㈱
∵
優
良
納

税
貯
蓄
組
合
長
・
組
合
…
青
田
宗

太
郎
、
ｇ
井
泰
三
、
宮
城
義
次
、
上

の
下
３
納
税
貯
蓄
組
合
Ｖ
優
良
職

員
・
・
白
川
保
７
永
年
勤
続
職
員
・
・
・

浅
岡
貞
子
ほ
か
6
6
人
▽
公
平
委
員

会
委
員
：
永
谷
光
孝
▽
監
査
委
員

…
藤
村
力
▽
農
地
課
税
審
議
会
委

員
・
：
田
川
熊
雄
、
山
本
孝
四
郎
、
瀬

口
純
子
集
会
所
管
理
者
・
：
小
島

傅
蔵
、
藤
本
勇
三
、
神
出
清
三
、
岡

部
藤
太
郎
▽
嘱
託
医
…
桜
井
英
雄
、

諏
訪
隆
雄
▽
国
民
健
康
保
険
運
営

協
議
会
委
員
・
・
片
上
哲
也
、
辻
四

郎
∵
学
校
医
・
：
万
木
茂
痢
’
学
校

歯
科
医
・
：
新
井
徹
、
堀
町
江
・
］
ヽ
体

育
指
導
委
員
・
：
山
本
一
男
、
横
川

正
隆
、
村
上
多
加
子
、
角
進
一
、
辻

繁
喜
、
西
村
昭
彦
Ｖ
中
央
公
民
館

分
館
長
・
：
伊
一
脈
義
明
、
太
田
正
雄

市制施行記念日　３月１日に

▽
農
業
振
興
慎
一
議
会
委
員
…
竹
谷

祐
義
▽
農
業
委
員
会
委
員
・
：
江
口

辰
造
、
川
口
祐
一
、
瀬
口
純
一
、
辻

四
郎
、
吉
田
明
、
寺
川
俊
男
ｘ
民
生

委
員
・
児
童
委
員
…
河
瀬
綾
ｍ
、

辻
信
一
、
橋
本
静
夫
、
泥
田
浩
、
押

口
光
子
、
古
島
幸
夫
、
砺
波
隆
三
、

藤
村
弥
栄
子
、
北
村
嘉
子
、
野
々
山

美
和
子
、
萱
場
笑
子
、
中
井
忠
子
、

岩
井
光
治
、
北
村
鈴
子
、
中
貴
昭
、

中
川
晃
、
松
井
和
代
、
田
中
恵
美
子
、

花
元
ヒ
サ
子
、
中
村
明
信
、
梅
田
純

一
郎
、
内
田
徹
、
森
岡
稔
子
、
荻
み

さ
倣
西
條
シ
ゲ
子
、
矢
野
千
代
子

▽
町
内
・
自
治
会
長
・
：
山
田
光
三
．

大
村
漢
城
、
妻
形
貞
治
、
河
村
信
雄
、

今
橋
逸
夫
、
久
保
田
の
、
上
條
宗
作
、

藤
川
義
男
、
河
村
茂
三
郎
、
木
村
稔
、

松
田
光
男
▽
教
職
員
…
津
田
文
子

ほ
か
叉
▽
合
唱
団
等
指
揮
者
・
：

伊
吹
新
Ｔ
団
体
・
・
・
西
小
倉
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
、
明

星
町
自
治
会
　
　
　
（
秘
ｍ
‥
課
）

市
ス
ポ
ー
ツ
賞

の
表
彰
も

　
平
成
二
年
度
宇
治
市
ス
ポ
ー
ツ

賞
の
表
彰
式
も
、
市
政
功
労
者
の

表
形
式
と
併
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　
▽
優
秀
団
体
・
…
汚
心
高
校
女

子
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
＝
第
4
5
回
国

体
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
少
年
女
子
団
体

準
優
勝
・
宇
治
高
校
男
子
陸
上
競

Ｊ
２
ｃ
ｎ
=
i
S
4
1
回
全
国
高
校
駅
伝
競

走
大
会
３
位
Ｘ
優
秀
選
手
・
…
斉

藤
さ
と
み
（
城
南
高
Ｔ
ｍ
Ｈ
回
ア

ジ
ア
大
会
女
子
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
4
4
k
級
準
優
勝
・
馬
場
佐

知
子
（
城
南
高
Ｔ
石
川
国
体
記
念

杯
女
子
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
″
ン
グ

大
会
5
2
b
e
級
優
勝
・
楠
本
康
乃

　
（
城
南
高
）
＝
石
川
国
体
記
念
女

子
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
″
ン
グ
大
会

5
6
b
e
級
読
蒔
・
横
田
達
士
（
西

宇
治
高
）
Ｅ
２
年
度
全
国
高
校
総

体
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手

権
大
会

1
0
0
b
e
級
準
優
勝
・
安
田
直

子
（
西
宇
治
高
Ｔ
石
川
国
体
記
念

杯
女
子
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

大
会
6
0
k
級
優
勝
・
永
井
和
恵

（
成
安
女
子
高
Ｔ
第
1
2
回
全
国
高

校
柔
道
選
手
権
大
会
女
子
4
8
㎏
以

下
級
優
勝
・
塩
田
些
　
（
菟
道
高

教
諭
）
＝
第
１
９
一
回
世
Ｗ
フ
ィ
ー
ル

ド
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
選
手
権
大
会
国

内
民
終
選
考
含
膠
ジ
ュ
ニ
ア

・
・
・
・
広
野
中
学
校
女
子
卓
球
部
＝

２
年
度
府
中
学
総
体
卓
球
女
子
団

体
優
勝
・
宇
治
中
学
校
野
球
部
＝

２
年
度
府
中
学
総
体
野
球
優
勝
・

宇
治
中
学
校
男
子
駅
伝
部
‥
‥
２
年

度
府
中
学
駅
伝
競
走
大
会
優
勝
・

岡
屋
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
太
J

1
4
回
近
畿
少
年
軟
式
野
球
大
会
優

勝
・
迫
田
直
樹
（
宇
治
中
）
り
２

年
度
府
中
学
総
体
陸
上
１
年
男
子

１
０
０
び
優
勝
・
吉
岡
秀
雄
。
（
西

小
倉
中
）
＝
２
年
度
府
中
学
総
体

陸
上
３
種
競
技
Ａ
優
勝
・
吉
崎
博

道
（
西
小
倉
中
て
２
年
度
府
中
学

総
体
陸
上
走
り
高
跳
び
優
勝
・
岡

田
真
理
子
（
東
宇
治
中
Ｔ
２
年
度

府
中
学
総
体
陸
上
１
年
女
子
１
０

０
び
優
勝
・
辻
英
恵
（
西
宇
治
中
）

＝
全
国
中
学
ス
ケ
ー
ト
競
技
大
会

フ
″
ギ
ュ
ア
女
子
Ａ
グ
ル
ー
プ
６

倅
・
功
労
者
・
：
赤
川
行
男
（
宇
治

サ
″
カ
ー
協
会
）
・
井
本
茂
美
吊

体
青
指
導
委
輿
会
）
・
永
谷
三
之

丞
（
市
体
育
指
導
委
員
会
）
・
秋
月

賢
治
吊
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
）

・
中
旦
夫
（
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
）
・
浅
見
健
二
（
市
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
協
会
）
・
湯
川
精
一
（
市
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
協
会
）
（
市
民
体
育
課
）

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
　
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

3月11日は市制施行記念日

市役所は、4月から、

第2、第4土曜日は閉庁します

平
成
３
年
度
版

「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と

手
び
き
」

市
政
だ
よ
り
３
月
1
1
号
は
、
都
合
に

よ
り
1
0
日
（
日
）
に
新
聞
折
り
込
み
し
ま
す
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市
は
、
二
月
十
八
日
、
宇
治
市
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
（
片
上
哲
也

会
長
）
か
ら
、
保
険
料
率
の
据
え
置
き
と
「
国
民
健
康
保
険
事
業
運
営
安
定

化
計
画
」
の
自
主
策
定
を
中
心
と
し
た
、
平
成
三
年
度
事
業
運
営
全
般
に
つ

い
て
の
答
巾
を
受
け
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
の
著
申
を
尊
重
し
、
三
月
市
議

会
に
、
平
成
三
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
案
を
提
出
す
る
と

と
も
に
、
医
療
費
適
正
化
対
策
の
推
進
や
保
健
施
設
活
動
の
取
り
組
み
、
保

険
料
収
納
率
向
上
対
策
な
ど
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全
化
へ
向
け
て
。

一
層
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

高
医
療
費
市
町
村
の

指
定
が
解
除
に

　
本
市
か
取
登
可
ぐ
地
域
医
療
供

給
体
制
の
急
激
な
変
化
や
高
齢
化

の
進
行
な
ど
に
よ
り
、
国
民
健
康

保
険
事
業
の
財
政
状
況
に
は
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
、
昭
和

六
十
三
年
度
以
来
、
「
国
民
健
康

保
険
事
業
運
営
安
定
化
計
画
」
に

基
づ
き
、
三
年
連
続
の
保
険
料
率

ト
片
上
会
長
（
左
）

　
　
（
２
月
1
8
日
）

の
改
定
や
一
般
会
計
か
ら
の
赤
字

解
消
繰
り
入
れ
を
実
施
し
、
累
積

赤
字
の
解
消
に
努
め
て
淘
蛋
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
昭
和
六
十
年
度
末

に
は
約
四
億
円
に
ま
で
達
し
て
い

た
累
積
恋
ｆ
も
、
平
成
元
年
度
末

に
は
約
二
千
万
円
に
ま
で
減
少
し
、

ぷ
つ
や
ぐ
健
全
運
営
へ
の
展
望
が

開
け
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、

か
ら
答
申
を
受
け
る
池
本
市
長

昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
連
続
し
て

指
定
公
河
け
て
い
た
「
高
医
療
費

市
町
村
」
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま

で
の
医
療
費
適
正
化
を
中
心
と
し

た
取
り
組
み
努
力
に
よ
り
、
平
成

三
年
度
は
解
除
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
で

は
、
こ
れ
ら
の
成
果
を
上
げ
て
き

た
こ
と
や
、
平
成
四
年
度
に
予
定

会
苫
保
険
料
平
準
化
（
全
国
一

律
の
保
険
料
に
す
る
た
め
の
条
件

整
備
）
な
ど
の
制
彦
改
正
の
動
向

夕
見
定
め
、
準
備
・
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
な
戸
か
ら
、
平
成

三
年
度
は
、
保
険
料
率
を
現
行
の

ま
ま
据
え
置
か
ざ
る
を
得
な
い
と

判
断
し
た
も
の
で
す
。

安
定
運
営
へ
向
け
て

８
項
目
を
要
望

　
答
申
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事

業
運
営
の
保
険
料
率
を
据
え
置
い

た
た
め
に
、
よ
り
厳
Ｌ
｝
く
な
る
事

業
運
営
を
打
開
す
る
た
め
、
保
険

者
と
し
て
の
本
市
に
、
保
険
料
率

据
え
置
き
に
係
る
代
替
財
源
の
確

保
夕
求
め
て
い
未
了
。
ま
た
、
保

険
料
の
収
納
率
向
上
対
策
、
医
療

費
適
正
化
対
策
、
保
健
施
設
活
動

の
拡
充
を
主
要
な
柱
と
し
た
「
国

民
健
康
保
険
事
業
運
営
安
定
化
計

画
」
を
目
主
策
定
し
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
各
分
野
と
連
携
し
、

引
き
続
き
努
力
す
る
よ
う
強
く
求

め
て
い
未
了
。

　
答
申
で
は
、
ま
た
、
事
業
運
営

の
安
定
化
に
向
け
て
、
八
項
目
に

わ
た
る
市
へ
の
要
望
事
項
も
付
け

加
え
て
い
毒
ｙ
。
そ
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

ｍ
医
療
費
適
正
化
対
策

　
自
主
策
定
の
「
安
定
化
計
画
」

盈
軽
じ
、
そ
れ
に
祠
っ
く
長
期

的
展
望
に
立
脚
し
た
有
効
な
医
療

費
適
正
化
対
策
夕
展
開
し
、
特
に

保
健
施
設
活
動
と
結
び
つ
い
た
医

療
、
保
健
、
福
祉
な
ど
の
関
鴉
行

政
分
野
と
の
連
携
を
、
更
に
密
に

す
る
こ
と
。

　
具
体
的
に
は
、
レ
セ
プ
ト
（
医
療

機
関
か
ら
の
診
療
報
酬
明
細
書
）

点
検
の
充
実
・
強
化
、
医
療
・
保

健
・
福
祉
に
ま
た
が
る
関
連
諸
施

策
の
推
進
、
国
や
府
お
よ
び
同
一

医
療
圏
内
保
険
者
と
の
緊
密
な
連

携
、
医
療
機
関
あ
る
い
は
加
入
者

へ
の
協
力
要
請
に
引
き
続
き
取
り

組
む
こ
と
。

②
保
険
料
収
納
率
向
上
対
策

　
相
互
扶
助
共
済
制
度
の
趣
旨
を

加
入
者
に
十
分
知
っ
て
い
た
だ
き
、

保
険
料
の
納
付
意
識
を
高
め
る
努

力
を
ず
る
と
と
も
に
、
平
成
二
年

度
か
ら
納
期
回
数
名
軍
し
た
効

果
夕
踏
ま
え
、
更
に
徴
収
努
力
を

す
る
こ
と
。
ま
た
、
「
悪
質
滞
納

者
」
に
対
し
て
、
納
付
指
導
の
徹

底
を
期
す
こ
と
。

③
保
健
施
設
活
動

　
医
療
費
適
正
化
対
策
と
連
動
し

た
保
健
施
設
活
動
か
展
開
す
る
こ

と
。
と
的
わ
け
、
国
の
「
ゴ
ー
ル

ド
プ
ラ
ン
」
な
ど
に
沿
っ
た
組
織

的
・
系
統
的
な
取
り
組
み
を
し
て

い
く
こ
と
。
差
し
当
た
っ
て
は
。

国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
診
察

料
補
助
事
業
の
見
直
し
、
受
診
者

訪
問
指
導
の
充
実
を
更
に
推
進
す

る
こ
と
。

④
保
険
料
負
担
の
在
り
方

　
平
成
四
年
度
に
ヱ
舌
航
る
保

険
料
平
準
化
へ
向
け
て
、
的
確
な

対
処
が
で
き
る
よ
う
努
力
す
る
こ

と
。

⑤
被
保
険
者
へ
の
啓
発

　
　
「
市
政
だ
よ
り
」
や
「
国
保
だ

よ
り
」
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
啓
発
手

段
か
莉
用
し
、
国
保
財
政
や
医
療

費
の
現
状
や
将
来
展
望
に
つ
い
て

紹
介
し
、
理
解
・
協
力
か
求
め
る

国民健康保険被保険者証

切り替えのお知らせ

こ
と
。

⑤
国
・
府
支
出
金
の
増
額
確
保

　
国
保
財
政
安
定
の
た
め
、
増
額

努
力
を
更
に
求
め
る
こ
と
。

⑦
一
磐
罫
繰
入
金

　
保
険
者
と
し
て
、
事
業
健
全
化

の
た
め
、
格
段
の
措
置
を
講
じ
＆

こ
と
。

⑧
事
務
執
行
体
制
の
効
率
化

　
被
保
険
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の

た
め
、
更
に
迅
速
・
確
実
・
効
率

的
な
事
務
執
行
体
制
の
確
保
に
、

引
き
続
き
努
力
す
る
こ
と
。

　
以
上
の
ぶ
っ
に
、
要
望
事
項
は
、

国
民
健
康
保
険
事
業
の
全
般
に
わ

た
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
ず
。

　
市
で
は
、
こ
の
答
申
を
踏
ま
え
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
地

域
医
療
を
運
営
す
る
保
険
者
と
し

て
、
事
業
運
営
の
安
定
化
の
た
め
、

今
ま
で
以
上
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
被
保
険
者
・
市
民
の
皆

さ
ん
の
一
層
の
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
求
す
。

　
　
　
　
　
（
国
民
健
康
保
険
課
）

　
現
在
便
ｍ
さ
れ
て
い
る
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険

証
。
一
般
は
あ
さ
ぎ
色
、
退
職

者
は
ふ
じ
色
）
は
、
今
年
の
三

月
三
十
一
日
で
有
効
期
限
が
切

れ
ま
す
。

　
市
で
は
、
三
月
中
旬
ご
み
か

ら
順
次
、
郵
送
（
普
通
郵
便
）
で

新
保
険
証
を
交
付
す
る
予
定
で

す
。
新
保
険
証
は
、
一
般
は
ク

　
ｅ
●
ｓ
　
　
　
　
　
　
ｅ
ｌ
ｌ

リ
ー
ム
色
、
退
職
者
は
う
ぐ
い

す
色
で
、
有
効
期
限
は
、
い
ず

れ
も
平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら

五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　
な
お
、
保
険
料
を
滞
納
し
て

い
る
人
は
、
国
民
健
康
保
険
課

窓
口
で
の
交
付
・
（
事
前
に
文
書

で
通
知
し
未
了
）
と
な
り
ま
ず
。

こ
の
時
、
納
付
相
談
を
し
毒
す

の
で
、
現
在
使
用
中
の
保
険
証

と
印
鑑
夕
痔
っ
て
来
庁
し
’
と

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
下
表
に
該
当
す
る
人

は
、
新
し
い
保
険
証
が
着
き
次

第
、
国
民
健
康
保
険
課
窓
口
で

所
定
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
㈲
現
在
使
用
中
の
保
険
証

は
、
サ
イ
ン
ペ
ン
な
ど
で
×
印

を
し
て
、
四
月
一
日
㈲
以
降
、

国
民
健
康
保
険
課
（
〒
6
1
1
宇
治

琵
琶
3
3
、
内
線
２
９
８
）
へ
郵

送
か
来
庁
で
返
却
し
て
ぐ
だ
さ

い
。

ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業

天
ヶ
瀬
森
林
公
園
に

健
康
遊
具
を
増
設

ト
丸
太
は
し
ご
渡
り

　
昨
年
度
、
天
ヶ
瀬
森
林
公
園

に
初
め
て
設
置
し
た
木
製
遊
具

は
、
子
供
か
阜
ハ
人
ま
で
、
幅

広
く
利
用
さ
れ
、
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ

の
た
び
、
東
屋
前
広
場
と
せ
せ

ら
ぎ
の
森
広
場
と
の
間
に
、
新

？
「
丸
太
玉
渡
り
」
と
「
丸

太
は
し
ご
渡
り
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

該　当　者 f-続き事項 持参するもの
通学のため遠方に

住ん　でい　る　人

遠隔地の岐保険者証の

交　付（@)

En鑑・披保険者証

現在の在学証明証

一定期間(3≪)1以上)の出張

などで住所地を離nる人

遠隔地の岐保険者証の

交　付　IR)

印鑑・被保験者証

施設入所者は

在園証明書

他の保険に加入した場合 資格喪失予続き
印iS・被保険者証

他の保険証など

死亡されたZ､のある場合 責格喪失予続き 印鑑・被保険者証

ト
丸
太
一
本
渡
り

　
少
１
　
予
う
春
の
気
配
が
濃
く

な
る
こ
の
季
節
、
体
を
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
さ
せ
る
た
め
、
天
ケ
瀬

森
林
公
園
ま
で
足
か
延
ば
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

1218

ビデオ「いきいき健康家族」　

　　　貸し出し中です

　
市
で
は
、
こ
の
た
び
、
楽
し

い
健
辰
つ
く
り
ビ
デ
オ
（
Ｖ
Ｈ

Ｓ
・
1
5
分
・
カ
ラ
ー
）
を
製
作

し
ま
し
た
。
生
息
１
　
し
た
表

情
が
登
場
し
、
皆
さ
ん
の
健
康

づ
く
り
へ
の
意
欲
を
か
淮
た
て

て
ぐ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
主
な
内
容
は
、
①
シ
ル
バ
ー

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
　
②
オ
リ
ジ
ナ

ル
健
康
料
理
③
家
族
で
真
向

（
ま
っ
こ
う
）
法
④
健
康
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
―
Ｖ
す
。
各
公
民

館
で
、
無
料
で
貸
し
出
し
て
い

半
チ
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
ぐ
だ
さ

い
。
問
い
合
わ
せ
は
、
・
国
民
健

康
保
険
課
（
内
線
２
９
６
）
へ
。

市民の皆さんが登場

安
定
運
営
へ
の
自
主
計
画
の
策
定
も
要
望

国保運営協議会が答申平成３年度の

保険料串は据え置き
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公
民
館
講
座

　
ス
タ
ッ
フ
募
集

　
宇
治
公
民
館
で
は
、
三
年
度
も
、

知
恵
や
工
夫
、
特
技
、
経
験
を
生
か

し
て
、
公
民
館
講
座
の
企
画
・
運

営
に
携
わ
る
ス
タ
ッ
フ
（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
）
か
彝
集
し
ま
す
。

　
▼
募
集
人
数
…
ｏ
文
化
芸
術
関

係
＝
文
化
芸
能
に
関
心
が
あ
る
人

や
発
表
で
き
る
人
ｏ
学
習
教
養
関

係
一

問
題
に
関
心
の
あ
る
人
や
発
表
で

き
る
人
。
各
3
0
人
▼
５
募
資
格
・
：

市
内
に
在
住
・
在
勤
し
、
み
ん

な
で
楽
し
み
な
が
ら
「
公
民
館
講

座
」
を
作
り
出
す
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
る
人
で
、
時
間
の
融
通
が
き

く
人
ｙ
応
募
方
法
…
郵
便
で
「
文

化
芸
能
関
係
」
か
「
学
習
教
養
関
係
」

の
分
野
と
、
企
画
し
た
い
内
容
を

簡
単
に
書
い
て
、
2
0
日
團
（
必
着
）

ま
で
に
、
同
館
（
〒
6
1
1
宇
治
里
尻
7
1

の
９
、
豊
2
1
・
2
8
0
4
）
へ
。
応

募
者
に
は
後
日
直
接
通
知
し
康
ｙ
。

飯
塚
久
子
・
京
都
文
甦
短
期
大
学

教
授
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
同
館
（
容

2
0
゛
1
4
1
1
）
へ
。

　
女
性
文
学
講
座

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と
お

り
▼
と
こ
ろ
・
：
木
幡
公
民
館
▼
講

師
・
・
・
中
川
成
美
・
同
志
社
女
子
ｔ
ハ

学
助
教
授
▼
定
り
よ
茸
励
人
▼

申
し
込
み
・
・
・
同
館
（
豊
3
2
・
8
2

9
0
）
へ
。

　　　宇治市高齢者文化発表会

〈展示の部〉3月1日窟～３日(日) 午前10時～午後4時

　　　　　中央公民館展示集会室

〈舞台の部〉３月３日(日)午前10時～午後４時

　　　　　文化センター小ホール

〈問い合わせ〉中央公民館a20 ･141 1へ

女性文学講座の日程・内容　　　　ｒ

回 月　日　’ テ　　ー　　マ
心
/

１ ３月５日(火)
女性文学の楽しみ
　一女性原理､男性原理－

２ ３月8 日m
女作者への道

　一明治期女性文学－

３ ３月12日(火)
青鞘からの出発

　一大正期女性文学－

４ ３月15日出
抵抗と自立

　一昭和期女性文学一

５ ３月19日(火)
女性作家の京都

　一女語りとしての源氏物語-

．※時間はいずれも午後2時~i時

時
～
午
後
３
時
（
雨
天
の
場
合
は

3
1
日
面
）
▼
参
加
自
由
。
残
菜
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

回
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
7
日
困
午
後
３

時
半
～
４
時
▼
対
象
・
：
幼
児
よ

学
校
低
学
年
。

回
春
休
み
映
画
会
「
子
猫
物
語
」

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
2
8
日
出
午
前
1
0

時
半
～
正
午
▼
参
加
自
由
。

　
お
は
な
し
た
ま
て
ば
こ

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
９
日
出
午
後
３

時
～
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
図

書
館
▼
内
容
…
昔
話
・
絵
本
・
物

語
の
素
話
ｙ
問
い
合
わ
せ
・
：
大
西

雅
子
さ
ん
（
萱
2
4
・
4
8
0
7
）
へ
。

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
：
３
月
６
日

出
＝
菟
道
、
1
3
日
困
＝
平
盛
、
2
0

日
困
＝
伊
勢
田
、
極
島
の
各
ふ
れ

大
久
保
町
旦
椋

　
中
野
　
加
奈
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
Ｈ
２
・
２
・
1
6
⑦

半
と
時
）
▼
内
容
…
紙
芝
居
、

お
は
な
し
、
読
み
聞
か
せ
ほ
か
。

　
耳
の
こ
と
何
で
も
講
座

　
聞
こ
え
の
障
害
か
ら
起
こ
る
問

に
題
を
、
難
聴
者
だ
け
で
な
く
、
家
族
・

友
人
な
ど
み
ん
な
と
考
え
毒
司

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
1
0
日
㈲
午
後
１

時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総
合
福
祉

会
館
▼
内
容
・
・
・
補
聴
器
の
使
い
方
・

難
聴
者
の
福
祉
制
度
・
要
約
筆
記

ほ
か
▼
申
し
込
み
・
・
・
福
祉
年
金
課

障
害
福
祉
係
（
内
線
３
３
４
）
へ
前

日
ま
で
に
。

目下　あんよの特訓中です／

　この欄に掲載するお子さん（2年

３月生まれ）を募集しています。今月

９日までに広報課へご連絡ください。

　
　
就
職
支
度
金

　
▼
対
隼
：
今
春
、
中
学
校
・
高
等

学
校
を
卒
業
し
Ｌ
力
月
以
内
に
就

職
す
や
く
で
、
就
職
に
必
要
な
費

用
の
支
出
の
困
難
な
人
▼
支
給
額

・
・
・
５
万
5
0
0
0
円
以
内
▼
申
し

込
み
・
：
福
祉
年
金
課
社
会
係
（
内

線
３
２
５
）
へ
所
定
の
用
紙
で
。

　
心
身
障
害
児
通
園
事
業

　
市
で
は
、
心
身
に
障
害
の
あ
る

児
童
に
対
し
、
療
育
事
業
を
実
施
。

平
成
三
年
度
の
入
園
申
し
込
み
を

客
将
け
車
ｙ
。

　
▼
対
象
・
・
・
母
子
通
園
が
可
能
な

２
歳
～
就
学
前
の
障
一
毘
▼
申
し

込
み
…
９
日
出
ま
で
に
福
祉
年
金

課
母
子
児
童
係
（
内
線
３
３
６
）
へ
。

　　ぽくらのねがいとどけたい

　第５回宇治共同作業所まつり

と　き　３月３日(日)午前10時～(雨天決行)

一与り台共同作業所(a32?殲一')

ふれあいバザー(提供品募集中)･手づくり作品展示･

ステージ発表･おもちや広場･古本ｺｰﾅｰなど

　
福
祉
バ
ザ
ー

　
▼
と
き
・
：
３
月
３
日
㈲
午
後
―

時
▼
と
こ
ろ
…
神
明
小
学
校
▼
主

催
・
：
神
明
学
区
福
祉
委
員
会
。

　
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
▼
募
集
住
宅
・
戸
数
・
家
賃
・
・
・

②
・
神
明
宮
東
団
地
Ｉ
弔
２
種
住
宅
・

上
戸
（
２
Ｄ
Ｋ
）
、
２
万
2
0
0
0

円
Ｏ
黄
槃
団
地
２
　

４
戸
（
２
Ｄ
Ｋ
）
、
6
5
0
0
円

募
集
は
団
地
別
▼
資
格
…
①
住
宅

に
困
っ
て
い
る
市
内
在
住
者
②
同

居
者
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
（
内
縁
関
係
・
婚
約
者
を
含

む
）
が
あ
る
③
市
内
に
居
住
す
る

２
人
の
連
帯
保
証
人
が
あ
る
④
収

入
が
基
準
収
入
額
（
同
居
親
族
の

数
な
ど
で
異
な
る
）
以
内
▼
申
し

込
み
…
７
日
内
ま
で
に
住
宅
課

（
内
線
３
７
５
）
へ
。
募
集
案
内
書

は
同
課
に
あ
り
季
子
。

　
〈
車
い
す
専
用
住
居
も
〉

　
▼
募
集
住
宅
・
戸
数
・
家
賃
…

五
Ｖ
庄
福
角
団
地
９
第
２
種
住
宅
・

上
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）
、
２
万
8
0
0
0

円
▼
資
格
…
前
掲
の
①
～
④
に
加

え
て
、
同
居
親
族
の
中
に
身
体
障

害
者
手
帳
か
痔
ち
、
車
い
す
を
常

用
す
る
身
体
障
害
児
者
が
い
る
こ

と
▼
申
し
込
み
・
：
７
日
出
ま
で
に

同
課
へ
。

　
育
成
学
級
指
導
員
募
集

　
▼
資
格
…
昭
和
2
6
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
、
市
内
在
住
で
高

校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
し
、
健

康
で
児
童
の
育
成
に
熱
意
の
あ
る

女
子
▼
募
集
人
員
…
若
干
名
▼
試

験
・
：
面
接
・
作
文
▼
。
申
し
込
み
…

履
歴
書
（
要
写
真
）
を
６
日
團
ま
で

に
社
会
教
育
課
（
内
線
４
７
６
）

へ
持
参
で
。

　
国
土
法
の
届
け
出
は

　
実
印
で

　
土
地
売
買
等
の
契
約
か
締
結
す

る
場
合
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基

づ
き
、
六
週
間
前
に
知
事
吊
町
村

長
経
由
）
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
届
出
書
は
、
譲
渡
人
と
譲
受

人
が
記
名
押
印
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
車
か
、
四
月
一
日
以
降
の

届
け
出
分
か
ら
は
、
届
出
書
、
委

任
状
及
び
各
種
添
付
書
類
に
実
印

を
使
用
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書

（
発
行
後
三
ヵ
月
以
内
の
も
の
）
を

添
付
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
た
だ
し
、
代
理
人
の
印

鑑
は
実
印
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
ぐ
は
用
地
課
（
内
線
３
８
２
）

へ
。

　
社
会
保
険
相
談
所

　
社
会
保
険
相
談
専
門
員
が
相
談

に
応
い
ま
す
。

　
▼
と
き
・
と
こ
ろ
・
・
・
３
月
８
日

面
＝
小
倉
公
民
館
、
2
2
日
面
‥
日
広

野
公
民
館
。
い
ず
れ
も
午
後
１
時

～
４
時
。

　
春
の
和
風
料
理
教
室

　
▼
と
き
…
３
月
1
5
日
面
午
後
１

時
～
４
時
▼
と
こ
ろ
・
・
・
城
南
勤
労

者
福
祉
会
館
▼
定
員
…
先
着
2
4
人

ｙ
費
用
：
1
2
0
0
円
▼
申
し
込

み
・
：
1
0
日
間
ま
で
に
同
会
館
（
豊

4
6
・
0
7
8
0
）
へ
。

　
城
南
衛
生
管
理
組
合

　
職
員
募
集

　
▼
募
集
人
数
…
若
干
名
▼
採
用

試
験
…
３
月
1
0
日
㈲
午
前
1
0
時
、

城
南
衛
生
管
理
組
合
沢
第
２
清
掃

工
場
で
▼
受
験
申
し
込
み
…
５
日

㈹
（
必
着
）
ま
で
に
同
組
合
（
ａ
ｏ

７
５
°
６
３
１
°
’
ａ
１
７
１
）
へ
ｏ

３年度
こどももおとな

もこの指とまれ 宇治市消費生活モニター募集

第15回

消費者問題の学習・小売物価の調査・施設

見学など‘

市内在住の20歳～59歳で､市内で日常の買い物

をしている人(公的機関の同種類のモニター未経験者)

　25人　図年額10.000円(予定)

3月i2珈消有効)までに、市役所白治振興課

(〒611宇治琵琶53､内線385)へはがきか電話で

2彫汁の幼児の保育あります

（
開
）

（
圈
囲
）

（
囚
間
）
（
旧
闇
）

レクリエーションフェスティバル

　３月３日（日）午前10時～午後２時

　　　北小倉小学校［和匯コ汚］

・たこづくり・ブーメランづくり（s先着200人）

･楽しいゲー乙など

・昼良持参で（豚汁あります）

　問い合わせ：市民体育課（内線478）

　宇治川さくらまつり

　４月６日（土）・７日(日（雨天決行）

　府立宇治公園中の島一帯

　　前売り券発売中料金2.000円

　　くステージショー入場券･寿司券･I茶券･茶そば券･

　伝統工芸名陶抽選券･炭山ラッキープレゼント券付き)

お求めは､観光ｾﾝﾀｰ､観光案内所(大久保駅構内･宇治橋

　　　西詰),商工会議所､京阪交通社各営業所で

1219

　
体
育
館
・
運
動
場

　
夜
間
使
用
登
録

　
平
成
三
年
度
、
東
宇
治
中
学
校

と
広
野
中
学
校
の
体
育
館
と
運
動

場
の
、
夜
間
使
用
の
登
録
を
受
け

付
け
ま
ず
。

〈
体
育
館
〉
▼
利
用
期
間
・
時
間
…

４
月
１
日
～
４
年
３
月
3
1
日
、
午

後
７
時
半
～
９
時
半
▼
料
金
・
・
・
１

時
間
・
５
０
０
円
▼
対
象
・
：
両
校

区
内
居
住
者
で
1
0
人
以
上
の
団
体
。

〈
夜
間
運
動
場
〉
▼
利
用
期
間
・
時

間
・
：
４
月
１
日
～
‥
Ｈ
月
3
0
日
、
午

後
６
時
半
～
９
時
半
▼
料
金
・
：
○

東
宇
治
中
ふ
穿
間
・
全
面
1
5

0
0
円
、
半
面
７
５
０
円
○
広
野

中
ふ
Ｊ
分
間
・
1
0
0
0
円
▼
対

象
・
・
・
○
東
宇
治
中
―
宇
治
川
右
岸

地
域
の
小
学
校
区
と
北
横
島
・
極

島
・
菟
道
の
各
小
学
校
区
内
居
住

者
Ｏ
広
野
中
承

区
内
居
住
者
。
い
ず
れ
も
1
0
人
以

上
の
団
体
。

〈
登
録
受
け
付
け
〉
３
Ｈ
１
１
‥
日
㈲
1

1
5
日
出
に
、
東
宇
治
中
学
校
開

放
運
営
委
員
会
（
豊
3
2
・
2
1
3

1
）
・
広
野
中
学
校
開
放
運
営
委
員

会
（
ｓ
ｙ
８
旦
へ
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
▼
と
き
…
３
月
1
6
日
出
午
後
１

時
と
３
時
半
の
２
回
▼
と
こ
ろ
…

黄
奘
体
育
館
▼
対
象
・
・
・
1
5
歳
以
上

の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
▼
定
員
・
：

各
先
着
3
0
人
▼
費
用
…
1
0
0
0

円
（
要
印
鑑
）
▼
申
し
込
み
・
：
３
日

間
午
前
９
時
か
ら
同
館
（
豊
3
3
・
4

0
0
1
）
へ
。
顔
写
真
（
３
ｔ
ｘ
２
・

５
？
）
が
必
要
。

　
　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
・
：
３
月
1
0
日
間
午
前
８

時
半
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
渠
合
雨
天
の

握
は
1
7
日
間
）
▼
行
程
・
・
・
神
童

寺
・
海
住
山
寺
方
面
、
約
い
１
１
‘
ｔ
▼
持

ち
物
・
・
・
昼
食
・
雨
具
等
、
交
通
費
は

各
自
負
担
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
木
村

長
次
さ
ん
（
Ｓ
…
ハ
‘
・
3
6
3
3
）
へ
。

　
高
齢
者
森
林
浴

　
～
自
然
の
中
で
健
康
づ
く
り
～

　
▼
と
き
＝
・
４
月
９
　
　
日
出
～
2
1
日

間
▼
行
塗
？
・
氾
賀
県
朽
木
村
朝

日
の
森
▼
対
鰍
・
命
歳
以
上
の
健

康
な
人
▼
定
員
・
・
・
先
着
5
0
人
▼
費

用
・
・
・
１
万
円
▼
申
し
込
み
・
：
は
が

き
で
８
日
凶
ま
で
（
当
日
消
印
有

効
）
に
、
今
西
圭
子
ご
ん
（
〒
6
1
1
広

野
町
一
里
山
C
V
J
の
Ｈ
、
豊
4
3
・
0

8
7
2
）
へ
。

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
▼
と
き
・
：
３
月
６
日
南
・
1
3
日

困
＝
午
後
７
時
１
９
時
、
３
丹
1
0

日
間
＝
午
前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ

ろ
・
：
宇
治
公
民
館
▼
費
用
・
：
３
０

０
円
▼
持
ち
物
・
・
・
ゴ
ム
底
靴
▼
参

加
・
：
直
接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ
せ

…
岡
村
光
一
方
さ
ん
（
S
2
2
・
4
3

4
3
）
へ
。

公民館スポーツ

　
市
民
土
曜
講
座

　
▼
と
き
・
：
３
月
９
日
出
午
後
２

時
～
３
時
半
▼
と
ご
ろ
・
・
・
中
央
公

民
館
▼
テ
ー
マ
…
京
の
和
菓
子
Ｈ

Ｌ
よ
そ
ゆ
き
の
菓
子
～
▼
講
師
…

　
大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
３
月
の
も
よ
お
し

　
い
ず
れ
も
、
大
久
保
青
少
年
セ

ン
タ
よ
容
4
4
・
7
4
4
7
）
で
。

・
一
日
動
物
村

　
▼
ま
Ｔ
３
月
2
4
日
間
午
前
1
0

子ども

福祉

お知らせ

市
民
の
ひ
ろ
ば

市
営
茶
室
　
対
鳳

庵
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ハ^ 9の溌卑・登諒の

　十手続きぱすみやかc

‥　　　　　　市民税課(内線253)

ノ
イ
ク
や
莉
自
塵
嘩
Ｃ
秘
金
旧
『

年
四
月
一
日
現
在
の
所
有
者
に

税
さ
れ
ま
す
。

他
人
へ
の
譲
渡
、
廃
車
、
盗
難

fJ●tllyJ八14‘jlふ114u八ＶＶに.QVUゝふ町I丿1
宇治地方振興局･ Q21･2049, 9時～16時)

″
ｊ
　
Ｊ
ｉ
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ｌ
‐
‘
し
ｙ
し

１
４
ぼ
、
三
月
中
に
申
告
し
て
く

に
さ
い
。

　
ま
た
、
取
得
し
た
と
き
も
、
す

吊
か
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
バ
イ
ク
（

1
2
5
∝
以
下
）
に
関
す

手
続
き
は
、
市
民
税
課
へ
。
手
続
　
‐

に
は
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。
　
一

ｙ
廃
平
譲
渡
・
転
出
し
た
場
合
・
：
　
〃

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
と
印
鑑

ｙ
新
規
取
得
・
譲
受
・
転
入
し
た
場

合
・
・
・
璽
匹
確
認
書
な
ど
ま
た
は
’

再
登
録
用
廃
車
証
明
と
印
鑑

な
お
、
軽
自
動
車
に
関
す
る
手
　
一
。

盲
は
、
軽
自
動
車
協
会
（
ａ
０
７

＞
ｃ
ｏ
９
１
・
6
5
1
6
）
へ
、
二
輪
　
｛

示
型
自
動
車
に
関
し
て
は
、
京
　
い

　
　
陸
運
支
局
（
き
０
７
５
・
６
８
　
ら

・
・
9
7
6
1
）
へ
お
問
い
合
わ
　
ぶ

一
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
心

　●.　　　　”･ ”.’　　¶■-|-/喝ｆ●－ｉ・
ｊ日曜日を除く毎日受け付け．家庭児童相

　;訪i±月～全曜目の川瞎～i朋知-鰹奏短沁談は月～金曜日のlO時～16時に総合福祉

会館3階の家庭児童相談室(S23･8698)
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お
忘
れ
な
く
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一
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L
;
;
ｓ
i
-
i
i
i
i
d
[
i
i
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V
T
＾
M
i
i
i
B
w
r
i
i
i
i
a
口
Ｉ
Ｖ
^

一
求
に
は
、
使
用
目
的
・
提
出
先
・

婆
と
す
る
年
度
な
ど
を
記
入
す

ｙ
≒
７
　
一
メ
ノ
Ｃ
Ｆ
ｉ
ｙ
り
Ｉ
‘
｝
ｇ

ま
た
、
代
理
人
が
請
求
す
る
と

汪
、
本
人
の
委
任
状
（
承
諾
書
）

机
理
人
の
印
鑑
か
痔
参
し
て
く

き
い
。

税
に
関
す
る
申
告
や
手
続
き
は

切
な
事
柄
で
す
。
で
き
る
だ
け

人
が
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

T
Ｃ
　
･
　
ｉ
ｆ
ｃ
ｉ
ｍ
≪
?
<
ａ
'
m
-
5
|
ｕ
i
i
i
R
s
^

耳
十
五
日
廊
で
す
。

里
ほ
も
う
ぉ
済
み
で
し
ょ
う

’
。
昨
年
中
、
所
得
が
な
か
っ
た

へ
少
な
い
な
ど
で
非
課
税
の
対

に
な
る
人
で
も
、
児
童
手
当

福
祉
関
係
、
国
民
健
康
保
険
関

、
所
得
証
明
な
ど
の
基
礎
資
料

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
し

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
豊
，
2
0
・
１
５
１
１
）

2
9
日
吻

2
8
日
困

2
6
日
肉

2
2
日
圖

2
0
日
伽

1
9
日
㈹

1
5
日
1

に
日
出

1
3
日
s

1
2
日
叫

８
日
吻

７
日
團

６
日
南

５
日
肉

日

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

北
棋
島

広
　
野

開
伊
勢
田

蔭
山

繊
　
島

緑
ヶ
原

平
盛

西
大
久
保

大
久
保

遊
　
田

南
陵
町

南
小
倉

北
小
倉

明
星
町

志
津
川

黄
　
槃

木
幡
’

岡
　
屋

南
　
部

羽
戸
山

平
尾
台

広
河
谷

御
蔵
山

六
地
蔵

地
　
区

４
・
０
　
５
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
３

５
’
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
０

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
３

３
・
０
　
５
・
０

１
・
３
ー
ー
・
３

４
・
０
　
５
・
０

１
・
５
ー
ー
・
４

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
ー
ー
・
２

1
3
‥
3
0
～
1
5
‥
3
0

４
・
Ｏ
～
５
・
０

１
・
４
　
１
Ｊ
・
５

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
Ｓ
Ｉ
・
２

ｏ
・
０
　
１
・
０

１
・
Ｏ
ー
ー
・
０

４
・
０
　
５
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
３

Ｏ
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

１
・
Ｏ
～
―
・
０

1
0
‥
0
0
～
１
１
八
‥
1
0

３
・
０
　
５
・
０

１
・
３
Ｓ
Ｉ
・
３

４
・
０
　
５
・
０

１
・
２
Ｓ
Ｉ
・
２

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
ー
ー
・
０

Ｏ
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

１
・
Ｏ
Ｓ
Ｉ
・
０

1
3
‥
3
0
ー
1
5
‥
3
0

４
・
０
　
５
・
０

１
・
４
ー
ー
・
３

1
3
‥
3
0
～
1
4
‥
2
0
ゝ

ｏ
・
Ｏ
‘
１
・
０

１
・
Ｏ
～
１
々
０

1
4
3
0
ー
1
5
‥
4
0

1
3
‥
3
0
１
1
4
一
1
0

４
・
０
　
５
・
０

１
・
２
Ｓ
Ｉ
・
５

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
ー
ー
・
０

駐
車
時
間

北
槙
島
小
学
校

大
久
保
小
学
校

開
公
民
分
館
前

伊
勢
田
小
学
校

ユ
ニ
チ
カ
社
宅
前

南
落
合
1
2
の
通
り

八
木
ガ
レ
ー
ジ

緑
ヶ
原
蔭
田
緑
地

平
盛
小
学
校

西
大
久
・
保
小
学
校

旦
椋
公
会
堂
前

西
小
倉
中
学
校
北
門

南
陵
第
２
児
童
公
園

南
小
倉
小
学
校

北
小
倉
小
学
校

汚
水
処
理
場
横

志
津
川
バ
ス
駐
車
場

万
福
寺
駐
車
場

木
幡
公
民
館
前

岡
屋
小
学
校

南
部
小
学
校

羽
戸
山
集
会
所
横

平
尾
台

第
一
児
童
公
園

明
星
保
育
園
上
ル

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

駐
車
場
所

iZZ(

　消費生活・精神薄弱者相談の日程ば。2

ｊ年度版「市民カレンダ＝と手びき」に肘

　載。ご利用ください。

　このほか、市政相談と一般生活相談に

　余i＆匹ね限まＨli水ま-r-　･I害き|十JIJ9火iふ己
－■I〃-･'●･■･--●-¶'-㎜J1●･lf八－1●J●WM/ゝ●-L
:治振興課で、教育相談は教育委目今で

、

　　　　ここ´･･

､●８日(日本ジフィー食品〈株〉= 10時～正午丿

　三和研磨工業〈株〉= 13時半～15時半)。・

　15日(上羽商事〈株〉南支店= 10時～正午、

　東目川一束目川第二町内会共催、宇治病院

　= 13時半～15時半)｡19日(保健医療センタ

　一= 10時～13時と14時～15時半)。

　　[fiSl;l4'< Jj-'o]tzit-mO亙互四

●j毎週月曜日(宇治保健所= 9時～10時半)。

……皿

●青少年相談(15日､宇治公民館13時～16時)

●法律相談(7日、14 日, 28日、社会福祉協

議会・S22 ・ 5650,受け付けは13時から、

ｊ定員１回先着10人)｡、

保
健
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
(
3
月
分
)

7
=
　
　
･
　
■
Ｋ
ｃ
ｉ
ｍ
Ｓ
＾
i

　
　
申
告
は
３
月

1 5
日
ま
で

’
ｆ
！
４
ａ
ｊ
ヨ
！
１
１
１
Ｅ
χ
　
｀
・
ａ
・
″
゛
ｌ
ｉ
コ
ー
』
｀
Ｆ
Ｉ
ｉ

移
動
図
書
館

3月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

燃えないゴミ（清掃事務所内線316～318） し尿（城甫衛生管理組合電話075－631－5171）

お知らせ

し尿収集の届け出を
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